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　（１）ａ．津波はここまで来ない { よ／φ } って。
　　　　ｂ．津波はここまで来ない { ＊よ／φ } そうだ。
　　　　ｃ．津波はここまで来ない { ＊よ／φ } らしい。
　（２）ａ．明日から計画停電が { 始まります／始まる } って。
　　　　ｂ．明日から計画停電が { ＊始まります／始まる } そうです。
　　　　ｃ．明日から計画停電が { ＊始まります／始まる } らしいですね。
　（３）（Ｂさんが田中さんと電話しているのを聞いて）
　　　　Ａ：田中さんは何と言ってましたか？


















































































ついている要素 a と b を含んでいる。基底スペースに対して可能性スペース（possibility space）
が導入され、a と b に対する対応物 a’ と b’ が設定されると、a’ と b’ はアクセス原則によってロミ
オとジェリエットという名前で同定できる。この新しいスペースは、x is in love with y というフレー
ムによって内部構造を与えられ、フレームの役割 x と y は a’ と b’ によって満たされる。ＢからＭ
へと行く点線はＭがＢに対して導入されている（つまり、談話スペースの束の上でＭはＢに従属し
ている）ことを示す。ＩはスペースＢの要素 a と b をスペースＭの a’ と b’ にリンクするコネクタ（こ
の場合、同一性コネクタ）である。（Fauconnier ₁₉₉₇：₄₂－₄₃）


















　（₁₂）　In France‚ Watergate would not have hurt Nixon.（Fauconnier ＆ Turner ₂₀₀₂：₂₂₅）






space ３）に元話者と発話の命題内容Ｐがあり、元発話を伝える世界（伝達スペース Conveyance 






































































































































　　　　　Ｂ：今、成田に着いた { そうですよ／＊らしいですよ }。
　（４）　（「明日は雨が降るでしょう」という天気予報を聞いて）




































































１　関連性理論（Relevance Theory）によれば、発話は描写的用法（descriptive use）と解釈的用法（interpretive 
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